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明
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．
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脚
．
聾
蘇
斉
駿
ど
こ
の
学
校
ξ
役
員
改

　　　　　　雛　　　　馨　　　隷
　　難’
　㎜　淵
鵬

選
の
濃
ぎ
莚
繊
。

灘
置
講
慕
礁
学
校
で
も
、
一
名
の
児
童
会
長

催
撫
箔
撚
墾
候
補
ず
る
と
い
う
激
戦
ぶ
り
。
立

婆
演
説
婆
揚
ば
熱
気
？
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま

麟
だ
。
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会議

報告嘘

審
議
中
…
…
52
年
度
予
算

目
玉
は
町
民
体
育
館
の
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
デ
ル
事
業
の
着
手
も

　
新
年
度
の
予
算
案
が
ま
と
ま
り
、
先
月
二
十
八
日
に
招
集
さ
れ
た
、
第
一
回
の
定
例
議
会
で
審
議
中
で
す
。

　
提
案
し
た
予
算
規
模
は
、
一
般
、
特
別
会
計
の
総
額
で
二
十
一
億
二
千
四
百
八
十
万
円
。

　
去
る
七
日
に
は
、
町
長
の
施
政
万
針
が
述
べ
ら
れ
、
以
後
本
会
議
、
委
員
会
と
審
議
を
継
続
し
な
が
ら
、
十
八
日

に
は
、
全
会
計
と
も
成
立
さ
せ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
議
会
初
日
の
条
例
改
正
、
及
ぴ
予
算
案
の
大
ま
か
な
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

母
子
セ
ン
タ
ー
の

使
用
料
な
ど
を
改
正

　
二
十
八
日
に
は
、
五
十
一
年
度
の
一

般
会
計
の
補
正
（
専
決
）
ほ
か
、
新
年

度
予
算
に
関
連
す
る
条
例
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
補
正
は
、
千
二
百
五
十

四
万
円
の
追
加
で
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
、
先
の
異
常
豪
雪
に
ま
つ
わ
る
除

雪
経
費
で
す
。

　
条
例
改
正
の
主
な
る
も
の
は

◎
役
場
機
構
が
一
部
改
正
さ
れ
、
四
月

国保（事業う

304，103

　　（14％）

　　　　　　87，413

　　　68，129
　国保（施設）49，176
科診23，752

か
ら
保
険
課
が
な
く
な
り
、
保
険
係
と

し
て
、
健
康
管
理
室
に
包
含
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

◎
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
金
が

四
月
か
ら
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

分
娩
料
一
万
八
千
円
が
二
万
円
に
、

深
夜
加
算
料
三
千
円
が
三
千
五
百
円
に

入
所
料
、
特
別
入
所
料
一
日
三
千
円
が

そ
れ
ぞ
れ
一
日
四
千
五
百
円
に
、
管
外

加
算
料
一
日
二
千
五
百
円
が
三
千
円
に

◎
総
合
セ
ン
タ
ー
分
館
の
寄
宿
入
居
料

が
、
四
月
か
ら
一
人
月
五
千
円
に
。

◎
幼
稚
園
の
保
育
料
が
、
四
月
か
ら
年

額
六
万
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
の
条
例
改
正
は
、

・
特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条
例

・
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例

・
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

・
特
別
職
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
等

に
関
す
る
条
例

・
職
員
の
旅
費
支
給
に
関
す
る
条
例

・
農
業
共
済
条
例
な
ど
で
す
。

請
願
は
…
…
：
：

　
こ
の
議
会
で
は
、
次
の
三
つ
の
請
願

が
出
さ
れ
、
関
係
委
員
会
に
付
託
さ
れ

て
い
ま
す
。

・
霜
条
ー
南
原
線
通
学
道
路
舗
装
工
事

施
工
請
願

・ん・き・ん
　　　　　　●

　
十
二
月
議
会
で
委
員
会
付
託
と
な
っ

て
い
た
、
精
神
病
患
者
に
対
す
る
医
療

費
助
成
並
ぴ
に
家
族
会
活
動
費
の
助
成

に
関
す
る
請
願
は
、
委
員
長
報
告
の
の

ち
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

・
…
…
一
＝
52
年
度
の
予
算
案

　
　
　
　
苦
し
い
歳
入

．
霜
条
中
間
砂
利
道
及
ぴ
清
竜
寺
線
舗
ね

装
工
事
請
願

・
人
工
透
析
患
者
及
ぴ
長
期
腎
疾
患
者

の
救
済
に
つ
い
て

1，580，000

＿　　（74％）

一般会計

〆52年度、
　予算（案）

総額
　2，124，806千円

簡
恥
業
共
済

へき診12，333
歯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘱
託
員
紹
介
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
称

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
②
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（

〔
橘
地
区
〕

○
仁
田
・
須
藤
亮
助

〔
仙
田
地
区
〕

○
中
仙
田
・
南
雲
哲
治
、
○
室
島
・
高

橋
重
英
、
○
高
倉
・
斉
木
和
市
、
○
赤

谷
・
田
村
武
良
、
○
大
倉
・
中
條
与
之

助
、
○
小
白
倉
・
片
桐
一
郎

　
以
上
で
、
新
し
い
嘱
託
員
の
紹
介
を

終
わ
り
ま
す
。

呂
一
・
■
一
麟
－
一
〇
一
騨
一
〇
曜
一
〇
■
薗
彫
一
6
一
一
一
〇
〇
一
馴
一
一
日
縢
一
■
一
－
一
一
〇
騨
臼
巳
■
一
一
一
1
■
一
一
■
0
馴
騙
剛
劇
剛
臼
一
一
一
一
－
一
一
〇
■
0
卿
一
〇
一
麟
0
口
麟
2

“
借
金
”
へ
の
依
存
さ
ら
に
大
き
く

　
昭
和
五
十
二
年
度
の
予
算
案
は
、
別

表
円
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
、
一
般
会
計
十

五
億
八
千
万
円
、
特
別
会
計
総
額
五
億

四
千
四
百
八
十
万
円
（
水
道
企
業
除
く
）

と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
他
聞
に
も
れ
ず
、
こ
と
し
も
例
年

以
上
の
き
ぴ
し
さ
、
町
の
台
所
は
窮
屈

に
な
る
一
方
で
す
。

　
一
般
会
計
を
、
前
年
当
初
と
比
較
し

て
み
ま
す
と
、
六
・
八
パ
！
セ
ン
ト
の

伸
ぴ
率
、
も
っ
と
も
、
前
年
対
前
々
年

比
で
は
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
ぴ
で

す
の
で
、
率
の
面
で
は
わ
ず
か
な
が
ら

増
え
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
の
全
部
を
包
含
し
た
場
合

で
も
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
、
乙
の

程
度
の
増
は
、
人
件
費
、
物
件
費
な
ど

の
ス
ラ
イ
ド
的
な
ア
ッ
プ
で
消
え
て
し

ま
う
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
新
年
度
事
業
の
大
き
な
目
玉
、
そ
れ

は
、
町
民
体
育
館
の
建
設
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
で
す
。
二
年
継
続
で
、
新
年
度

に
は
全
体
の
二
割
く
ら
い
の
工
事
量
と

な
る
見
込
み
で
す
が
、
懸
案
の
体
育
館

も
目
前
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
橘
小
学
校
の
屋
体
建
築
も
計

画
さ
れ
、
歳
出
中
の
教
育
費
は
、
全
体

の
二
〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
農
村
総
合
整
備
の
モ
デ
ル
事

業
も
、
金
額
的
に
は
わ
ず
か
で
す
が
、

ス
タ
ー
ト
を
切
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
．
新
年
度
に
は
、
二
次
構
の
事

業
が
終
盤
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

国
県
補
助
金
が
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

　
国
県
補
助
金
の
減
少
に
加
え
、
福
祉
、

道
路
建
設
な
ど
は
、
重
点
事
業
と
し
て

増
額
し
て
い
ま
す
の
で
、
伸
ぴ
悩
む
歳

入
は
、
い
き
お
い
〃
借
金
〃
へ
の
依
存

が
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
町
税
や
地
方
交
付
税
の

伸
ぴ
に
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

す
が
、
町
の
借
金
と
い
わ
れ
る
起
債
は

予
算
全
体
の
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
弱
を
見

込
ん
で
編
成
し
て
い
ま
す
。

　
以
下
、
主
な
事
業
は
別
掲
。

～　～
　～　～＊

し
多
く
保
険
料
を
納
め
て
も
よ
い

～
　
～
　
～
　
～＊
月
千
四
百
円
、

～
　
～
　
～
　
～
　
～
　
～＊
五
年
納
め
る
と
、

～　～
＊
～
額
し
、
四
十
五
万
円
と
な
り
ま
す
。
～

＊
　
し
か
も
、
二
十
五
年
間
も
納
め
＊

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

＊
た
付
加
保
険
料
の
総
額
は
、
十
二
＊

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

＊
万
円
で
す
か
ら
、
こ
の
金
額
は
年
＊

籾
金
を
二
年
璽
け
ら
れ
る
と
、
逸

～
と
が
と
れ
る
勘
定
に
な
り
ま
す
。
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
　
こ
う
し
て
み
ま
す
と
、
付
加
保
～

叢
料
を
納
め
る
こ
と
は
、
あ
な
窃

＊
の
老
後
に
と
っ
て
、
大
変
有
利
な
＊

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

＊
財
産
づ
く
り
と
い
え
ま
す
。
　
　
　
＊

籾
　
な
お
、
こ
の
付
加
保
険
料
制
度
料

～
へ
は
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

～
い
る
人
を
除
い
て
、
だ
れ
で
も
加
～

＊
入
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
＊

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
～
＊
＊

ふ
・
く
・
し
＊
～
＊
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
な
た
の
老
後
を
よ
り
豊
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
に
付
加
保
険
料
を
納
め
　
　
～

ま
し
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
だ
れ
し
も
老
後
の
生
活
は
安
定
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
～

し
た
も
の
で
あ
り
た
い
と
願
い
　
　
＊

い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
考
え
ま
す
．
料

　
と
こ
ろ
で
、
国
民
年
金
に
付
加
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
険
料
制
度
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
～

で
す
か
。
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
付
加
保
険
料
と
は
、
〃
も
う
少
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
籾

か
ら
、
よ
り
高
い
年
金
を
受
け
た
籾

い
〃
と
い
う
加
入
者
の
要
望
か
ら
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
ま
れ
た
制
度
で
す
。
　
　
　
　
　
～

こ
の
制
度
は
、
定
額
保
険
料
（
畔

　
　
　
　
　
　
四
月
か
ら
は
二
千
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

二
百
円
）
の
ほ
か
に
、
月
四
百
円
＊

を
足
し
ま
え
し
て
納
め
る
も
の
乙

す
。
そ
し
て
、
納
め
た
期
間
に
応
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

じ
て
、
定
額
年
金
に
加
算
し
た
年
～

金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
例
え
ば
、
定
額
保
険
料
を
二
十
＊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
老
齢
年
金
額
は
＊

三
＋
九
万
円
で
す
が
、
付
加
保
R

料
を
納
め
て
い
る
と
、
六
万
円
増
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
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52年度の主な仕事

無火災（建物）530日！！

　春先きも気をゆるめずに

　　　　　　　　　　　　単位：千円

【総務費】

・農村総合整備事業　　　　　　　26，335

・仙田保育所ほか用地購入費　　　31，026

・参議院議員及び町会議員選挙　　3，200

　
町
で
は
、
昨

　
年
建
物
火
災
が

　
一
件
も
あ
り
ま

　
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り

　
五
＋
年
九
月
か

　
ら
続
い
て
い
る

　
無
火
災
（
建
物

　
）
は
、
今
月
一

　
日
ま
で
で
、
五

　
百
三
十
日
の
記

錬
と
な
り
ま
す
．

　
町
民
各
位
の

　
火
災
予
防
に
対

　
す
る
関
心
の
高

　
さ
を
、
本
年
も

　
継
続
し
、
二
年

　
連
続
の
記
録
が

　
達
成
で
き
ま
す

　
よ
う
、
お
願
い

　
し
ま
す
。

　
郡
市
内
の
昨

》

　1，490

18，120

36．804

ブ運営費補助

費扶助

　
　
】
ラ
当
療

　
　
費
ク
手
医

　
　
生
人
童
人

　
　
民
老
児
老

　
　
【
　
　
●
　
　
●
　
　
●

　
　
　
　
　
　
楽
　
》

年
の
火
災
発
生
は
、

十
日
町
市
　
二
十
一
件
（
建
物
十
四
件
）

津
南
町
　
　
　
　
六
件
（
〃
　
三
件
）

中
里
村
　
　
　
　
四
件
（
〃
　
四
件
）

川
西
町
　
　
　
　
　
一
件
（
〃
　
　
○
件
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て
の
火

災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
、
ふ
ろ
が
ま
、
こ
た

つ
な
ど
は
、
正
し
い
取
扱
い
を
〃
”

こ
と
し
は
豪
雪
の
た
め
、
火
災
に
よ

る
死
傷
者
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

雪
も
落
ち
つ
い
て
き
ま
し
た
の
で
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
裏
口
や
窓

か
ら
逃
げ
ら
れ
る
よ
う
除
雪
を
し
て
お

き
ま
し
よ
，
つ
。

な
お
、
参
考
ま
で
に
、
昨
年
の
救
急

件
数
は
、
百
三
十
三
件
で
し
た
。

内
訳
は
、
急
病
五
十
八
件
、
交
通
事

故
三
十
五
件
、
一
般
事
故
三
十
件
、
そ

の
他
＋
件
で
す
。

3，911

2，200

28．980

5，000

10，000

11，980

1Z　OOO

30．040

彪　【衛生費】

　　・成人病検診等
ン

　　・妊産婦乳児医療費助成
　

，　・衛生施設組合負担金

のく

，、【農林水産業費】

・　・農協有線放送補助

漁　・基盤整備事業補助

照　・二次構近代化事業補助

萎　　・林道開削工事等
　　・造林事業

火
災
・
事
故
と
も
、
春
先
き
の
心
の

ゆ
る
み
が
大
敵
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご

用
心
を
〃
“

く

2，200

5．000

【商工費】

・町商工会補助

・地方産業育成資金貸付金

　
　
　
　
一
般
用
件
は
有
放
二
一
五
〇
番
か
、

　
　
　
　
だ
さ
い
。

火
事
・
救
急
は
一
一
九
番

※【土木費】　　　　　　　　　　　　　∠「
ン　く

、　・道路新設改良舗装等　　　　　151，232

、　・準用河川改修等　　　　　　　　　9，936

＞　【消防費】　　　　　　　　　　　　P
》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》

＞　・広域消防負担金　　　　　　　　66，649　・

さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

》　【教育費】

＞く　・川西高校整備補助　　　　　　　　3，000

蒙　　・橘小屋体建築等　　　　　　　　73，000　　・千手小用地買収　　　　　　　　18，000

　　・スクールバス委託　　　　　　　8，174
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》ン

　　・町民体育館建設　　　　　　　　69，270
》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン
＞　【災害復旧費】　　　　　　　　　　＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彦、，　・農林水産施設復旧費　　　　　　11，071
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、　　・公共土木施設復旧費　　　　　　4，747
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞
　　【その他】　　　　　　　　　　　　　》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン　く
　　・住宅購入費　　　　　　　　　　1Z761　＞、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζ

獄’※溺M奏奏灘蠣懸奏奏葵

電
話
八
ー
二
〇
七
五
番
へ
、
お
か
け
く

　
　
　
〔
消
防
分
遣
所
か
ら
〕

な
だ
れ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
▼
・

火
事
の
原
因

こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
t

マ
ッ
チ

＼量　　’
悌＼謹．／態
　＼嘗・
＼並苦／
藩藁織穿

◎

騨麟
難

　
　
　
　
　
　
　
り
　
き
な
　
　
を

　
　
　
　
受
藪
欝
．

　
　
　
　
か
っ
た
の
が
、
せ

め
て
も
の
救
い
、

と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
。

で
も
、
こ
れ
か

ら
の
融
雪
期
は
、

全
層
な
だ
れ
の
危

険
が
各
地
に
あ
ら

わ
れ
ま
す
。

危
険
地
帯
で
は

十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▲
な
だ
れ
の
被
害

の
受
け
た
家
屋
。

2
月
1
6
日
岩
瀬
で
。
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前
進
に
は
さ
ら
に

　
　
　
　
ま
わ
し
の
締
め
な
お
し
を

　
農
業
の
近
代
化
を
め
ざ
し
て
、
昭
和

四
十
八
年
か
ら
進
め
て
き
た
〃
第
二
次

農
業
構
造
改
善
事
業
〃
も
、
東
部
第
二

第
三
地
区
の
最
終
年
次
を
残
す
の
み
と

な
り
、
建
設
面
で
の
山
場
を
乙
え
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
乙
の
四
年
間
で
実
施
し
た
主
な
事
業

は
、
別
表
①
の
と
お
り
、
総
事
業
費
は

な
ん
と
十
四
億
円
以
上
の
巨
額
に
の
ぼ

り
ま
し
た
。成果

　
関
係
農
家
を
は
じ
め
、
町
民
各
位
の

あ
た
た
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
支
え

ら
れ
、
こ
れ
ら
の
大
事
業
が
、
短
期
間

に
、
し
か
も
、
円
滑
に
実
施
で
き
た
こ

と
を
、
心
か
ら
感
謝
い
た
し
、
妻
す
。

　
こ
乙
で
、
今
ま
で
進
め
た
事
業
の
成

果
や
、
問
題
点
を
省
り
み
る
と
と
も
に

今
後
の
進
み
万
な
ど
に
つ
い
て
も
お
知

ら
せ
し
、
な
お
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

余
剰
労
力
を
他
部
門
へ

　
　
　
向
上
し
た
農
家
所
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
国
の
農
政
が
ノ
ー
政
と
か
、
ね
乙
の

目
農
政
と
批
判
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、

わ
た
し
た
ち
の
町
は
、
産
業
の
中
心
を

農
業
と
し
、
そ
の
近
代
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
「
米
作
り
を
近
代
化
し
、
余
剰
労
力

を
他
万
面
に
ふ
り
向
け
る
こ
と
乙
そ
、

農
家
所
得
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
ひ
い

て
は
町
発
展
の
基
と
な
る
。
」
、
こ
れ

は
、
町
総
合
開
発
計
画
に
表
わ
さ
れ
た

指
針
で
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
軌
道
を

地
域
民
が
一
体
と
な
っ
て
進
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
二
次
構
で
の
最
大
の
成

果
は
こ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
計
画
当
初
に
は
、
余
剰
労
力
を
ど
う

す
る
か
？
、
現
有
農
機
を
ど
う
す
る
か

？
、
事
業
費
負
担
に
耐
え
ら
れ
る
か
？

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
あ
り
ま
し

た
が
、
時
代
の
流
れ
や
、
各
位
の
事
業

趣
旨
ご
理
解
に
よ
り
、
ほ
ぼ
解
決
し
て

き
て
い
ま
す
。

　
稲
作
で
減
じ
た
労
働
力
を
、
他
の
部

門
で
換
金
す
る
乙
と
に
よ
り
、
家
計
の

維
持
が
で
き
、
豊
か
に
も
な
っ
た
の
で

し
よ
う
。
弱
小
規
模
の
農
家
が
、
個
々

に
機
械
化
を
進
め
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ

こ
そ
大
き
な
経
営
赤
字
と
な
っ
た
に
相

違
な
い
の
で
す
。

　
乙
の
点
を
数
字
で
表
わ
し
た
の
が
別

表
②
で
す
。
つ
ま
り
、
わ
ず
か
十
分
の

一
以
下
の
出
資
で
、
個
人
装
備
の
数
倍

の
最
新
鋭
機
が
装
備
で
き
た
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ガ
ッ
チ
リ
と
し

た
生
産
組
織
が
で
き
、
安
心
し
て
他
部

門
に
収
入
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

第2次農業構造改善事業実績別表①
単位……千円

事業種目 事業主体 事　　業　　量 事業　費 うち補助金

土地基盤整備事業
川　　西　　町

町土地改良区

連絡農道4路線　　　3．399配

農地造成改良4か所　　　11肋
116，375 78，810

水田作協業施設
鶴霜生産組合
　外　15組織

トラクター29台　　田植機60台

コンバイス自脱型52台普通型3台

農機具格納庫14棟　除雪機1台

育苗施設3か所ライスセンター3か所

865，990

（2ZO37）
418，606

特用作協業施設

鶴霜たばこ生産組
合
　
外
　 2組織

トラクター6台　たばこ移植機4台

防除機7台　　　　堆肥施設1基

葉編機20台　　乾燥施設18棟他

89，975

（51，949）
19，011

総合地域施設 町農業協同組合
農業構造改善会館　　　　　1棟

農機具修理施設　　　　　　1棟
119，810 59，905

畜産団地造成
千手養豚団地組合

外　　2組織

養豚団地等　　　　　　　3か所 204，008

（32，286）
85，861

農業経営整備事業 町農業委員会
農地の売買及び貸借等　　　27肋 22，985

（20，432）
1，275

計
受益戸数

　　　1，642戸

うち直接的　　　　　　　909戸 1，419，143

（131，704）
663，468

※　昭和52年度計画及び特認事業、緊急対策事業を含む。

　　（）内は、事業費内に含む単独融資事業費を示す。

　
一
方
、
東
部
地
域
で
未
整
備
で
あ
っ

た
西
山
台
地
も
、
緩
傾
斜
地
か
ら
た
ば

乙
畑
の
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
下
降
の
一
途
で
あ
っ
た
た
ば
こ
栽
培

が
、
二
次
構
実
施
以
来
十
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
も
増
え
ま
し
た
。
稲
作
、
畜
産
面
と

と
む
に
、
自
立
を
め
ざ
す
中
核
農
家
群

が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
、
一
大
快
挙
と
い

え
ま
し
ょ
う
。

問
題
点

気
象
条
件
な
ど
で

　
　
　
不
測
の
事
態
も

　
成
果
の
陰
に
は
、
い
く
つ
か
の
問
題

も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
一
つ
は
、
養
豚
団
地
の
公
害
問

題
で
あ
り
、
二
つ
は
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

ー
の
籾
が
ら
処
理
、
ま
た
、
事
業
実
施

施
工
上
の
こ
と
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
は
、
関
係
町
民
か
ら
も
ご
指

摘
や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
関
係
者
と
と
も
に
、
計
画
の
甘
さ
、

指
導
ま
た
は
検
査
不
足
な
ど
を
反
省
し

そ
の
対
策
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
国
県
の
専
門
家
に
よ
る
計

画
審
査
、
現
場
踏
査
、
施
工
中
指
導
、

出
来
高
検
査
な
ど
を
経
て
、
よ
り
堅
実

を
願
い
な
が
ら
進
め
る
事
業
も
、
と
き

に
は
不
測
の
事
態
が
発
生
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
環
境
条
件
や
気
象
条
件

（
と
く
に
五
十
一
年
度
の
農
道
、
農
地

造
成
事
業
で
ぱ
、
異
常
降
雨
が
災
い
し
た
）

の
影
響
を
、
多
分
に
受
け
る
乙
と
を
ご

理
解
願
い
た
い
も
の
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
乙
れ
ら
は
今
後
の
農
政

企
画
、
事
業
推
進
に
お
い
て
、
十
分
配

慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
畜
産
公
害
に
つ
い
て
は
、
対
策
協
議

会
も
設
置
さ
れ
、
真
剣
に
検
討
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
籾
が
ら
処
理
と
と
も
に
、
た
だ
や
っ

か
い
視
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
有
機
質

資
源
の
有
効
利
用
と
い
う
面
か
ら
も
、

活
用
の
方
途
を
検
討
中
で
す
。

より強化したい生産組織

岬県事業の襲簸討
今
後

農
業
を
中
心
に

進
む
人
、
ま
た
、

他
に
職
を
求
め
た

人
が
、
と
も
に
安

心
し
て
生
産
に
励

む
た
め
に
は
、
な

ん
と
い
っ
て
も
、

今
あ
る
二
十
六
の

生
産
組
織
を
よ
り

強
化
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は

本
来
の
二
次
構
の

早
期
完
了
は
も
と

よ
り
、
さ
ら
に
、

生
産
組
織
育
成
対

策
事
業
、
農
作
業

安
全
対
策
事
業
な

ど
の
国
県
の
補
助
＼
、
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歴
史
を
閉
じ
る
千
手
の
定
校

伝
統
は
川
西
高
校
に
継
承

　
長
い
あ
い
だ
親
し
ま
れ
て
き
た
〃

千
手
の
定
時
制
〃
（
正
確
に
は
、
十

日
町
高
等
学
校
川
西
分
校
定
時
制
過

程
）
が
、
今
月
末
を
も
っ
て
、
そ
の

歴
史
を
と
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
希
望
者
の
極
端
な
減
少
で
、
こ
れ

以
上
継
続
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な

っ
た
も
の
で
、
す
で
に
、
四
十
九
年

か
ら
は
募
集
を
停
止
し
て
い
た
も
の
。

　
町
内
で
は
、
去
る
四
十
七
年
の
仙

田
分
校
に
次
ぐ
閉
校
で
、
こ
れ
に
よ

り
、
伝
統
あ
る
定
時
制
の
灯
は
、
こ

の
町
か
ら
消
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
と
は
い
っ
て
も
、
ご
存
知
の
よ
う

に
、
町
に
は
全
日
制
高
校
が
実
現
し

て
い
ま
す
の
で
、
悲
観
的
な
面
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
い
う
な
れ
ば
、
〃
発
展
的
解
消
〃

と
で
も
い
う
の
で
し
よ
う
か
、
長
年

つ
ち
か
わ
れ
た
高
校
教
育
の
心
は
、

以
後
、
川
西
高
校
で
立
派
に
継
承
し

て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
閉
程
に
先
だ
つ
て
、
先
月
二
十
六

日
に
、
閉
程
惜
別
の
会
を
行
い
ま
し

た
が
、
最
後
の
卒
業
生
と
な
っ
た
十

二
名
の
生
徒
を
は
じ
め
、
つ
め
か
け

た
O
B
た
ち
も
、
一
様
に
表
情
は
明

る
く
、
今
後
に
大
き
な
期
待
を
よ
せ

て
い
る
風
情
で
し
た
。

　
ご
記
憶
の
万
も
多
い
乙
と
で
し
よ

（思い出にひたりながら・…総合センターでの惜別会）

う
が
、
千
手
に
定

時
制
の
分
校
が
で

き
た
の
は
、
戦
後

の
混
乱
期
昭
和
二

十
三
年
六
月
の
こ

と
。
こ
の
実
現
の
か

げ
に
は
、
当
時
青

年
学
校
に
学
ぶ
人

た
ち
や
、
向
学
心

に
燃
え
る
青
年
た

ち
の
奔
走
が
大
き

く
功
を
奏
し
た
と

い
い
ま
す
。

当
時
は
、
千
手

小
学
校
が
勉
学
の

場
、
恵
ぐ
ま
れ
な

い
環
境
な
が
ら
、

長
い
歴
史
の
第
一

歩
が
は
じ
ま
っ
た

の
で
す
。

　
当
時
の
模
様
を
、
第
一
回
の
卒
業

生
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
創
立
と
同
時
に
入
学
し
た
生
徒

は
な
ん
と
二
百
五
十
余
名
、
千
手
小

学
校
の
小
さ
な
つ
く
え
を
利
用
し
て

の
授
業
は
窮
屈
そ
の
も
の
。
人
数
が

多
い
た
め
つ
く
え
の
な
い
人
も
多
く

い
ま
し
た
。

　
教
科
書
も
満
足
な
も
の
が
な
く
、

長
岡
の
印
刷
屋
ま
で
行
っ
て
、
ガ
リ

版
刷
り
し
て
も
ら
っ
た
乙
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。

　
本
校
か
ら
通
う
先
生
の
た
め
に
、

自
転
車
を
買
つ
た
り
、
生
徒
が
米
を

運
ん
で
先
生
の
夜
食
を
作
っ
た
り
、

　
こ
う
し
た
費
用
は
、
生
徒
た
ち
が

映
写
会
を
や
り
作
り
出
し
た
も
の
。

　
今
で
は
、
み
ん
な
楽
し
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
。

　
大
勢
の
入
学
者
も
、
卒
業
の
と
き

に
は
三
十
七
名
ほ
ど
、
強
い
向
学
心

も
当
時
の
情
勢
や
、
家
庭
の
事
情
か

ら
ざ
折
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で

す
。
・
：
：
：
：
・
：
」
と
。

　
以
来
二
十
九
年
、
様
々
な
曲
折
は

時
代
背
景
と
で
も
い
う
の
で
し
ょ
う

か
。
四
十
年
当
時
は
、
百
三
十
四
名

の
在
校
生
を
誇
っ
た
と
き
も
あ
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
後
急
速
に
生
徒
数

が
減
少
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
乙
の
間
の
卒
業
．
生
は
、
五
百
八
十

六
名
、
そ
の
半
数
近
く
が
現
在
こ
の

地
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

Gダ』り

●

ミ　亜

ぴ

国保保険証の切りかえ

4月からはピンク色です

　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
　
　
　
　
　
　
ハ

四
月
か
ら
、
国
…

　
　
　
　
　
　
　
ほ

民
健
康
保
険
の
保
㎜

　
　
　
　
　
　
　
ほ

険
証
が
新
し
く
、
　
…

　
　
　
　
　
　
　
ほ

ピ
ン
ク
色
の
も
の
…

　
　
　
　
　
　
　
ロ

に
切
り
か
わ
り
ま
㎜

　
　
　
　
　
　
　
ロ

す
。
　
　
　
　
　
m

　
　
　
　
　
　
　
ハ

い
ま
使
用
さ
れ
㎜

　
　
　
　
　
　
　
ほ

て
い
る
み
ど
り
色
…

　
　
　
　
　
　
　
ヨ

の
保
険
証
は
、
今
㎜

　
　
　
　
　
　
　
ほ

月
末
で
無
効
に
な
…

　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
巳

り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

こ
の
機
会
に
、

保
険
証
に
書
か
れ

て
あ
る
被
保
険
者
…

氏
名
な
ど
に
、
ま
m

ち
が
い
が
な
い
か
ど
う
か
確
認
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
ち
が
い
や
、
異
動
な
ど
が
あ
る
場

合
に
は
、
早
め
に
保
険
係
ま
で
届
出
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
存
知
の
よ
う
に
、
保
険
証
は
国
保
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

の
被
保
険
者
で
あ
る
と
い
う
証
明
書
で
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

あ
り
、
同
時
に
、
お
医
者
さ
ん
の
診
療
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

を
受
け
る
と
き
の
受
診
券
の
役
目
を
果
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ

た
す
大
切
な
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
こ
の
保
険
証
の
引
き
か
え
を
今
月
下
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

旬
に
嘱
託
員
を
通
じ
て
行
い
ま
す
の
で
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

＼事
業
を
導
入
し
、
農
道
整
備
や
、
小
規

模
土
地
改
良
な
ど
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
対
策
が
遅
れ
て
い
る

仙
田
地
域
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
な
り
の

対
応
を
具
体
化
す
る
年
に
し
た
い
と
検

討
を
か
さ
ね
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
単
に
農
家
だ
け

の
も
の
で
は
な
く
、
町
発
展
に
も
大
き

ll”””””””””罷””巳”””””””11””1”””””””II

水稲作機械化資金の比較
　　　　　　　　　s52．2農協調

別表②

く
貢
献
で
き
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
積
極
的
に
取
り
組
む
考
え
で
す
。

　
関
係
農
家
、
町
民
各
位
の
格
別
な
る

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
係
か
ら

　
農
政
問
題
に
つ
い
て
、
ご
意
見
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
農
政
係
に
直
接
お
寄
せ

願
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

機械施設名 個人（難脚 共同　（2次構の平均）

育　　苗　　機 11Z200円 水田作施設費金額

播　　種　　機 24，000 852，990柵
トラクター〈15ps） 1，091，000 うち補助金

田植機　（2条） 233，000 412，106胴
防除機　（背動） 66，000

差引参加者負担金
コンバイン（2条） 1，425，000

440，884柵
乾　　燥　　機

調整機（2．5吋）

653，000

145，000
参加面積

米　　選　　機 62，000
719。8肋

軽　トラック 57ZOOO
1肋当り平均出資額

作　　業　　場 613，000円
（格　納　庫）

2，000，000 その他　　20，000円

電気施設込
計 6，393，200円 633，000円

み
ど
り
色
の
保
険
証
を
手
も
と
に
保
管
≡
≡
≡
≡
≡
＝
≡
一
≡
≡
≡
≡
≡
≡
＝
一
≡
＝
≡
≡
≡
≡
≡
一
≡
＝
≡
≡
≡
≡
≡
一
≡
≡
≡
≡
≡
≡

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
修
学
の
た
め
㊥
の
保
険

証
を
お
持
ち
の
方
は
、
今
月
中
に
保
険

証
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
保
険
係
ま
で
お

い
で
の
う
え
引
き
か
え
手
続
き
を
。

出
か
せ
ぎ
中
で
、
⑧
の
保
険
証
を

お
持
ち
の
方
は
、
帰
町
後
す
ぐ
に
保
険

係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

“
町
を
み
ど
り
に
”
　
’
〃
￥
態
、

緑
の
羽
根
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
来
月
一
日
か
ら
、
三
十
日
ま
で
、
県

下
い
っ
せ
い
に
〃
緑
の
羽
根
募
金
運
動

〃
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
町
の
目
標
は
二
千
五
百
本
、
金
額
に

し
て
約
八
万
円
で
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
町
で
は
林
分
改

良
事
業
や
町
行
造
林
、
ま
た
、
五
十
二

年
度
に
は
、
中
核
林
業
地
域
指
定
希
望

を
国
に
陳
情
す
る
な
ど
、
町
内
の
緑
化

に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
緑
ゆ
た
か
な
環
境
づ
く
り
に
、
こ
ぞ

っ
て
参
加
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
昨
年
の
募
金
運
動
の
実
績
は

八
万
百
三
十
四
円
、
こ
の
う
ち
、
三
万

八
千
四
百
六
十
円
が
町
に
還
元
さ
れ
、

川
西
中
、
上
野
小
、
白
倉
小
の
校
庭
緑

化
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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　神社町の清水喜作さん

から、山どりのはくせい

をいただきましたo

　町長室で美しい姿を誇

馴
灘
鰭
勘
勢
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
の
職
人
さ
ん
方
が
申
し
出

　
〃
雪
害
に
よ
る
公
共
建
物
の
破
損
は

私
た
ち
が
奉
仕
活
動
い
た
し
ま
す
。
〃

　
こ
の
ほ
ど
、
町
建
築
組
合
及
ぴ
町
建

築
企
業
体
の
代
表
四
名
が
役
場
へ
訪
れ

』　っていますo

雪
害
見
舞
を
か
ね
て
、
公
共
建
物
の
無

料
修
理
（
職
人
手
間
三
十
人
）
の
申
し

入
れ
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
町
で
も
、
こ
の
好
意
に
大
喜
ぴ
、
さ

結
核
・
成
人
病

　
　
検
診
の
お
知
ら
せ

　
例
年
の
と
お
り
、
結
核
予
防
検
診
（

レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
）
及
ぴ
、
成
人

病
検
診
を
四
月
十
一
日
よ
り
実
施
し
ま

す
。　
自
分
自
身
の
健
康
の
た
め
、
家
族
の

健
康
の
た
め
、
全
員
が
検
診
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
予
定
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
三
年
間
未
受
診
の
方
が
非
常

に
多
い
た
め
、
こ
と
し
は
未
受
診
者
の

検
診
も
保
健
所
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
成
人
病
で
亡
く
な
る
人
は
、
全
死
亡

者
中
六
割
も
し
め
て
い
ま
す
の
で
、
検

診
の
機
会
を
お
見
の
が
し
な
く
〃
”

※
期
日
四
月
＋
一
日

　
　
　
　
　
　
　
～
五
月
二
十
六
日

※
対
象
＋
五
歳
以
上
の
町
民
全
員

　
　
（
た
だ
し
、
学
校
、
職
場
で
受
け

　
　
ら
れ
る
万
は
除
き
ま
す
。
）

※
日
程
が
決
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

糖
尿
病
検
診
は

　
　
　
来
月
十
五
日

　
食
生
活
の
改
善
、
日
常
生
活
の
機
械

化
な
ど
に
よ
り
、
年
々
糖
尿
病
患
者
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
次
に
よ
り
、
糖
尿
病
検
診
を
行
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
回
は
、
糖
尿
病
検
診
等
で

〃
境
界
型
〃
〃
糖
尿
病
型
〃
と
い
わ
れ

た
こ
と
の
あ
る
万
、
及
ぴ
、
集
団
検
診

等
で
尿
に
糖
が
出
た
こ
と
の
あ
る
方
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
、
日
常
の
食
事
管
理
が
大

切
で
す
。
そ
の
是
非
を
見
る
た
め
に
も

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
目
四
月
＋
五
日
（
金
）

※
場
所
総
合
セ
ン
タ
ー

っ
そ
く
修
理
か
所
の
調
査
を
行
っ
て
、

乙
の
善
意
の
奉
仕
を
受
け
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

香
典
返
し

　
東
善
寺
の
高
橋
孝
一
さ
ん
か
ら
、
母

ト
キ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
二
万
円

を
社
会
福
祉
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

千
手
局
前
翻

　
　
百
円
玉
公
衆
電
話

　
千
手
郵
便
局
前
に
、
黄
色
の
公
衆
電

話
が
登
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
電
話
は
、
十
円
玉
の
ほ
か
百
円

玉
で
も
使
用
で
き
る
も
の
で
、
と
く
に

遠
距
離
通
話
や
、
長
電
話
の
と
き
に
便

利
で
す
。

　
し
か
し
、
百
円
玉
を
使
用
し
た
場
合

百
円
未
満
の
端
数
料
金
は
切
り
あ
げ
に

な
り
、
つ
り
銭
が
出
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
近
距
離
や
短
時
間
の

と
き
は
十
円
玉
で
、
長
距
離
、
長
通
話

の
と
き
は
百
円
玉
を
使
用
す
る
と
便
利

で
す
。

とき3月20日（日）
ところ　角満寺スキ・一場

主催公民館，スキー協会

ほか　お気軽にどうぞ

農
耕
用
軽
油
の

免
　
　
税
　
　
証

　
1
2
4
日
に
役
場
で
ー

　
次
に
よ
り
、
農
耕
用
軽
油
の
免
税
証

を
出
張
交
付
し
ま
す
。

日
時
　
三
月
二
十
四
日
（
木
）

　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
マ
四
時

会
場
　
役
場
四
階
委
員
会
室

申
請
に
必
要
な
も
の

　
イ
　
印
鑑
　
共
同
の
場
合
は
全
員
の

　
　
印
鑑

　
ロ
　
耕
作
面
積
証
明
書
（
農
業
委
員

　
　
会
で
交
付
）

　
ハ
　
使
用
機
械
の
証
明
書
（
所
有
証

　
　
明
・
借
用
証
明
）
カ
タ
ロ
グ
な
ど
。

　
な
お
、
継
続
し
て
申
請
さ
れ
る
と
き

は
、
乙
の
ほ
か
に
免
税
軽
油
使
用
者
証

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　輌　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　曹　　　　　　　－　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　甲　　　　　　脚　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　噂　　　　．　　　　噂　　　一　　　一　　■　　一　　一　一　一
一噂一

2月の交通事故発生件数

件
人

0
　
　
0

人
人
人

0
　
　
0
　
　
0

数
者
者
い
び

　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
気

件
傷
死
酒
酒

　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　瞬　　　　　　　　　　　暉　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　〇　　　　　　　　噂　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　〇　　　　　－　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　■　　　一　　　一　　の　　一　　一　尊　●
一一“

・
9
　
1
　
6
1
0
1
1
1
1
■
■
6
■
●
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●
■
5
■
ー
5
1
9
5
9
9
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■
●
1
巳
6
5
．

お
知

壕
ぜ

　
今
回
の
大
雪
で
、
災
害
を
受
け
た
り

通
信
交
通
が
途
絶
え
る
な
ど
で
、
申
告

期
限
や
納
期
限
な
ど
に
つ
い
て
お
困
り

の
方
は
、
税
務
署
か
税
務
相
談
室
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
一
二
嶺
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
繭
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
喘
＝
＝
＝
輌
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一

糊
隷
麟
職
一
㎜

　
剛
　
鋸
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虫
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立
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め
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七
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